
4月17日（木）、連合の最大構成組織であるUAゼンセン（組織人数
191万人）が開催した「流通部門第二期第３回流通カレッジ」において、
航空連合の坂元慎平副事務局長が講演をおこないました。
この中では2025春闘の進捗のほか、機内迷惑行為防止法（2003

年）や撮影罪（2023年）の制定、適正取引の推進に関わる取り組み
などを説明し、活発な質疑応答がおこなわれました。

UAゼンセンはカスタマーハラスメント対策や国際的な労働運動に
強力に取り組んでおり、引き続き連携して政策実現を図っていきます。
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※撮影時のみマスクを外しています。

産業政策の取り組みについて講演する坂元副事務局長


	スライド番号 1

